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京都市における公共工事コスト縮減対策に関する 
平成１８年度の実績について 

 
 京都市では，平成１３年３月に策定した「京都市公共工事コスト縮減対策に関する新行

動計画」（平成１２～２０年度）に基づき，全庁を挙げて総合的な公共工事コスト縮減に取

り組んでいます。 
 この度，平成１８年度の公共工事コスト縮減対策について，実施状況を取りまとめまし

たのでお知らせします。

 １ 平成１８年度の実施状況のまとめ 
（１）工事コストの縮減実績 
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本市における平成１８年度の工事コスト縮減実績は，合計５０９の工事で取り組

だ結果，縮減率は平成１７年度実績を０．９ポイント上回り７．２％，縮減額約４

億７千万円となり，新行動計画の取組目標を達成しました。 
 
※ コスト縮減の取組は，平成９年度から行っており，コスト縮減額及び率は，平成８年度における標準的な工法や
材料を使用した場合の工事内容を基準として算出しています。 
※ 新行動計画では，コスト縮減額を算出する施策において７％以上の縮減を数値目標として掲げています。 

２）総合的なコスト縮減の取組実績 
の

ま

工事コストの低減，工事の時間的コストの低減，ライフサイクルコストの低減等

分野において，総合的なコスト縮減を進めるため，合計２３０の工事で取組を行い

した。 
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※ ここでは，各分野における縮減額を算定できない取組についての集計を行っています。 
※ ライフサイクルコストとは，施設の新設から維持管理，更新，廃棄までのトータル費用のことをいいます。 

 主な取組事例          ○ 縮減額を算出できる取組  □ 縮減額を算出できない取組 
分野 主な取組事例 

 

(１) 工事コストの低減 
 

【工事件数】５０９件（縮減額を算出で き る） 
       ５２件（縮減額を算出できない） 
【 総縮減額】約４７．７億円 
○ 電線共同溝新設工事において，管路構造の見直し，桝類の統
廃合・規格変更等を事業者と調整して総合的に行い，工事費

の縮減を図った。                事例１ 

 
○ 橋梁新設工事において，ＰＣ床版の採用による鋼橋の少本数

桁化の実施により，工事費の縮減を図った。    事例２ 

 

○ 河川改修において，暗渠化を計画し，用地取得費の節減を図

った。 

 

□ 入札・契約業務において，ＰＦＩや総合評価方式を積極的に

導入し，また，民間資金活用型事業を実施するなど，新しい

入札・契約方式の試行の拡大又は導入を図った。  事例３ 



 

(２) 工事の時間的コスト 

の低減 

 

【工事件数】６件 
 
□ 舗装復旧工事において，近接する占用企業者施工箇所と一体

で発注し，交通規制期間の短縮を図った。 
 

 

(３) ライフサイクルコスト 

の低減 

 

【工事件数】１８０件 
 
□ 施設設備工事において，新設するプラントの排熱を有効利用

することにより，施設運営費の縮減を図った。   事例４  
 
□ 建物新築工事において，太陽光発電パネルや雨水貯留槽の設

置を行い，自然エネルギーや資源の有効利用を図った。 
 

 

(４) 工事における 

社会的コストの低減 

 

【
 
工事件数】１３件 

□ 混雑が予想される道路（幹線道路等）における舗装工事にお
いて，関係機関と協議し，夜間施工とした。 

 
□ 建設機械の使用について，排出ガス対策型及び低騒音型機械
の使用を義務付け，周辺環境に配慮した。 

 
 

(５) 工事の効率性向上による 

長期的コストの低減 

 

【
 
工事件数】１３件 

□
 

 電子納品実施指針に基づき，電子納品を実施した。 
 
※ 一つの工事で複数の分野に取り組んでいる場合があるため，本表の工事件数の合計は，「総合的なコスト縮減の取
組実績」で記載している合計件数とは一致しません。 

３ 今後の取組について 
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平成１８年度は，新行動計画の目標である工事コストの７％以上の縮減及び市政

改革実行プランの目標である平成１６年度から１９年度までの間の合計１２０億

円の工事コストの縮減について，目標を達成しました。今後も引き続き，更に徹底

した取組の推進に努めるとともに，国の動向を踏まえて，新たなコスト縮減行動計

画を策定し，平成２０年度から新しい行動計画に基づいたコスト縮減の取組を進め

ます。 

 

＜平成１６年度から１９年度までのコスト縮減のイメージ＞ 
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事例１

（１） 工事コストの低減 
  ③ 設計方法の見直し 

桝の統廃合，管路材の構造見直し等による工事費の縮減 
  

市道神宮道 電線共同溝新設工事（その１）  
 
【施策の概要】 
 桝の統廃合及び管路材の構造見直し等により，材料費の縮減を図った｡ 

 
【施策のポイント】 
 ● 従来は，通信事業者と道路管理者の桝が単独設置されていたものを， 

  両者の調整等により，統廃合することが可能になった。 

 ● 管路材の構造見直し（ＦＡ（フリーアク 
【ＦＡ管断面図】 

  セス）方式の採用）等により，配管材料の 

  使用量削減が可能になった。 

 ● 掘削残土が減り，残土運搬費等が縮減で 

  きた。 

 ● 以上の取組により，約１６％の工事費の 

  縮減を行った。 

 
ＦＡ管 

ＶＰ Φ１５０mm ×１ 

通信における１管１条方式 
（当該通信事業者の必要箇所に桝設置，引込み） 

通 信 

事業者 

の 桝

引込管引込管

道 路 
管理者 
の 桝 

通 信 

事業者 

の 桝

引込管

【イメージ図】 

［従来］ 

道 路 
管理者 
の 桝 

通信のＦＡ方式と桝統廃合 
（当該通信事業者の引込用の管は１管のみ） 

［今回］ 

道 路 
管理者 
 と 
通 信 
事業者 
 の 
合同桝 

ＦＡ方式による引込 ＦＡ方式による引込

道 路 
管理者 
 と 
通 信 
事業者 
 の 
合同桝 

ＦＡ管

ＦＡ方式による引込
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事例２

（１） 工事コストの低減 
  ③ 設計方法の見直し 

鋼橋の主桁（箱桁）の少本数桁化による工事費の縮減 

3･3･132 向日町上鳥羽線 橋梁上部工（その５）工事   
 
【施策の概要】 
 耐久性の高いＰＣ床版を用いることで主桁間隔を広げ，主桁本数を減

らした少本数桁橋梁とすることにより工事費の縮減を行った。 

 
【施策のポイント】 

 主桁本数を当初設計時点の４本から２本に変更することにより，鋼
材重量の削減と製作に係る人件費を縮減することができた。 

 ＰＣ床版の採用により，床版支間を長くし，従来のＲＣ床版に比べ
て鋼材数量を減らすことで，橋梁本体工の工費を大幅に縮減すること

ができた。 

 以上の取組により，約１４％の工事費の縮減を行った。 
 

【イメージ図（断面図）】 

現場で製作，施工 
ＲＣ床版 

主桁（箱桁） ４ＢＯＸ

［当初設計時］ 
 
 
 

［設計見直し時］ 
ＰＣ床版 

主桁（箱桁） ２ＢＯＸ

工場製作品を現場で施工（設置）
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事例３

（１） 工事コストの低減 
  ⑧ 入札・契約制度の検討 

多様な入札・契約方式による品質の確保及びコスト縮減の取組 

入札・契約制度の改善とその実施への積極的な取組   
 
【施策の概要】 
 技術による競争を促し，民間の技術力を活用するため，技術提案を受

け付ける入札・契約方式など，新しい方式の試行の拡大又は導入を図る

とともに，更にその実効性を高める方法の検討を進める。 

 
【施策のポイント】 

 ＰＦＩ（プライベート・ファイナンス・イニシアティブ）方式 
   これまでの価格のみによる入札ではなく，民間事業者の資金，経営

能力や技術的能力を活用することにより，事業コストの縮減やより質

の高い公共サービスの提供ができる方式 

 総合評価方式（簡易型） 
   価格のみならず，性能，技術力等を総合的に判断して落札業者を決

定する方式 

 民間資金活用型ＥＳＣＯ事業 
   市有公共施設の省エネルギー化を推進するため，民間資金を活用し

て省エネルギー改修を行い，これに伴う光熱水費の縮減分の中から改

修費の償還を行う事業 

 

【実施状況（平成１８年度）】 

 ＰＦＩ方式 
 （１）京都市立音楽高等学校移転整備事業 

 （２）京都市伏見区総合庁舎等整備事業 

 総合評価方式（簡易型） 
 （１）谷田川河川改良工事 

 （２）一般国道３６７号（烏丸通）電線共同溝新設工事 

 （３）3･3･132 向日町上鳥羽線(第二久世橋)橋梁上部工(ＰＣ床版)工事 

 （４）京都市下京消防署新築工事（建築工事） 

 （５）京都市下京消防署新築工事（電気設備工事） 

 （６）京都市消防活動総合センター第２次整備工事（建築工事） 

 民間資金活用型ＥＳＣＯ事業 
 （１）みやこめっせＥＳＣＯ事業 
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事例４

（３）ライフサイクルコストの低減 
  ② 施設の省資源・省エネルギー化 

プラント排熱の有効利用によるライフサイクルコストの縮減 

焼却灰溶融施設 空調設備（空調），衛生設備（給湯）工事  
 
【施策の概要】 
 プラント稼動に伴い発生する排熱を回収し，空調熱源及び給湯熱源とし

て有効に利用することにより，施設運営費の縮減を図った。 

【施策のポイント】 
 本施設の空調は，主に中央熱源方式の部分と，一部の個別エアコン部分

とで構成されるが，中央熱源方式の熱源に温水吸収式冷凍機を用い，プラ

ント稼動に伴う排熱を回収し，有効利用を図った。これによりガス及び電

気等に掛かる光熱費を縮減した。 
 また，給湯は，プラント排熱を熱交換器により回収し，有効利用するこ

とで，光熱費を縮減した。 
【イメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 空 調  ガス吸収式冷凍機 

    等の熱源機 

温水吸収式 

   冷凍機 

排熱を回収しない場合 

プラント設備 

放熱 

ガス，電気等のエネルギー 

排熱 

プラント設備 

 空 調  

放熱 

排熱 

今回の施設の場合 

※中央熱源方式  機械室や屋上など建物内の一部に設置した熱源機で集中的に冷水や温水

を作り，それを建物内各所へ送り，ファンコイルなどで空調する方式 

※吸収式冷凍機  冷媒を冷却するために，ガスの燃焼エネルギーや温水のエネルギーを吸収

液として用いる熱源機 

※熱交換器    空気や水の温度を別の空気や水に伝達するもの 
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